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鳥取県における知財創造教育の取組

平成３１年１月２２日 鳥取県商工労働部

資料７



 身近な技術との連携（地元企業の協力）

 身近な教材の活用（県内教材の発掘）

 学校現場の協力

鳥取県における推進ポイント
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企業連携による出前知財授業

地域 学校 開催日 協力企業／技術内容

東部

鳥取市内中学3年生(70名)
【校外授業】

7月31日（火）
三洋テクノソリューションズ鳥取㈱
・タブレットの耐久性向上技術

世紀小学校5年生(52名)
【図工】

9月14日（金）
モルタルマジック㈱
・砂ねんど技術

久松小学校4年生(40名)
【図工】

11月1日（木）
モルタルマジック㈱
・砂ねんど技術

中部
関金小学校5年生(18名)
【図工】

10月23日（火）
モルタルマジック㈱
・砂ねんど技術

西部

五千石小学校6年生(17名)
【算数】

9月26日（水）
㈱日本マイクロシステム
・作図ソフト技術

五千石小学校5年生(30名)
【総合学習】

12月11日（火）
気高電機㈱
・「おいしいご飯が炊ける炊飯器」の技術

○ （一社）鳥取県発明協会による企業連携知財授業を平成２９年度からスタート
※発明協会独自財源による自主事業

○ 平成３０年度は、県補助事業として授業を本格スタート
（実施学校） 県内小中学校
（参加企業） 協賛企業として参加
（財◎◎源） 県補助金、県発明協会自主財源

３



イノベーション教材「発明楽」

鳥取大学医学部 植木賢教授
（考案者）

○ 鳥取大学医学部が考案した
イノベーション教育用テキスト

※昨年１１月に市販（＠500円）

○ 本テキストは、「四則演算」を
応用することで、新しいアイ
デアにつながることを、小学
生にもわかりやすく紹介した
テキスト（絵本形式）

○ 「発明は才能ではなく、技術
である」との考えで考案
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米子高専 「発明楽」授業

イノベーション教材「発明楽」

2007年 植木教授が四則演算を使った発明技術を考案
2012年 鳥取大学医学部で「発明楽」授業スタート
2013年 文部科学省「未来医療研究人材養成拠点形成事業」採択

「発明楽」初版発行
2013年 発明楽が文科省「地方大学の特色あるプログラム１０選」に選定
2013年 小学校で授業スタート
2015年 高等学校で授業スタート
2017年 工業高等専門学校（米子高専）で授業スタート
2018年 「発明楽」の市販開始

産学官連携「発明楽」授業として、県内・都内で授業実施

鳥取大学医学部 「発明楽」授業 ５



イノベーション教材「発明楽」

発明を生み出す４つの発想スキル
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イノベーション教材「発明楽」

発明を生み出す４つの発想スキル
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発明楽による医療機器開発

「発明楽」の考え方を導入しつつ、医療機器開発が進展

産業界との積極的交流 オリジナルの発明教育

開かれた病院

出口戦略 やる気の
心理学

知識 心構え

県内企業との医療機器開発

AMED事業

鳥取大学の「共学講座」

H26年度より4年の実績、27社参加中

人材育成講座

×
転用

金属用ドリル（㈱ビック・ツール社） 「医療用」ドリルに応用

開発された医療機器の例
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産学官連携「発明楽」授業

×

学校 開催日 講師／実施内容

五千石小学校4年生(20名) 9月27日（木）
鳥取大学 植木教授
㈱ＭＩＣＯＴＯテクノロジー
・内視鏡訓練用ロボット等を用いた授業

中ノ郷小学校4年生(42名) 10月2日（火）

高輪子ども中高生プラザ(25名) 12月9日（日）

（身近な教材） （身近な技術）

鳥取県発！医療用シミュレーターロボット

～学校現場の声～
➮ 子どもたちの反応もよく、授業として

取り入れたい。単発でなく、関連す
る学習内容の際、担任が短時間で
も導入して活用したい。

➮ 日常の何気ないことが例示されて
おり、子どもたちの親しみ、やる気
につながる内容。

➮ 体験型授業で子どもの心に残る。

～児童の声～
➮ これからいろいろなことを学びたい

し、グループで発明をしてみたい。
発明が身近なものに感じた。

➮ ＋－×÷で作られたものを、家の
中でも探してみたい。

「発明楽」の考え方と県内技術を組み合わせた産学官連携「発明楽」授業
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好循環

医療機器
開発、知
名度・売上

企業の
魅力向上

構成

【産】商工団体、協賛企業、報道機関
【学】鳥取大学、県・市町村教育委員会
【官】鳥取県、（一社）鳥取県発明協会
【オブザーバー】内閣府

主な
取組

・「発明楽」授業の全県展開（１０校）
・学校現場向けの教材カスタマイズ
・子どもたちの発明・ピッチコンテストに
よる医療機器開発プロジェクト

・企業向け新商品開発セミナー

・日中韓知財創造教育交流（鳥取県・吉林
省・江原道）

運営
予算

県、発明協会、鳥取大学、商工団体による
資金マッチング

県内私立中

倉吉市立小

鳥取市立小

倉吉市立小

鳥取大学附属
小中

八頭町内小

米子市立小

●境港市

●米子市

●倉吉市

●鳥取市

県内私立中

米子市立小

とっとり版知財創造教育コンソーシアム（検討案）

県内全域の希望校で実施（例）

「発明楽」をキー教材として、産学官連携知財創造教育コンソーシアムを編成

（推進ポイント）
① 産学官連携「発明楽」授業の全県展開 （市町村校長会理科部会の協力）
② 学校現場向けの教材カスタマイズ （学校教員による「発明楽」授業）
③ 産学官による資金マッチング （継続的運営に向けた運営財源確保）
④ 他地域との連携 （中国地域知財創造教育コンソーシアムとの連携）

とっとり知財創造教育コンソーシアム（検討案）
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